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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,548人（△25） 

　男　　24,539人（△　9） 

　女　　28,009人（△16） 

世帯数　22,362　（△11） 
9月1日現在 （　）は前月比 

温かいまなざし 
　東市来中の生徒が乳児検診の場を利

用して赤ちゃんを抱っこ。腕の中の赤

ちゃんを見守る温かいまなざしは、ま

るで未来のママとパパのようでした。 

（赤ちゃんふれあい体験教室　 

P17関連記事） 
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有
馬
新
七
は
文
政
八
（
一
八
二
五
）

年
に
坂
木
貞
常
の
三
男
と
し
て
伊
集
院

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
新
七
の
家
は
伊
集

院
の
郷
士
で
し
た
が
、
新
七
が
幼
少
の

と
き
に
、
父
が
鹿
児
島
城
下
の
有
馬
家

の
養
子
に
な
っ
た
の
で
、
鹿
児
島
城
下

に
移
り
、
城
下
士
に
な
り
ま
し
た
。 

　
新
七
は
幼
い
頃
か
ら
漢
学
や
国
学
な

ど
の
学
問
に
は
げ
み
、
天
保
一
四
（
一
八

四
三
）
年
に
藩
の
留
学
生
に
選
ば
れ
て

江
戸
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
で
も

高
い
評
価
を
う
け
、
江
戸
藩
邸
で
講

義
を
行
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

　
父
が
京
都
藩
邸
に
勤
務
し
て
い
た
の

で
京
都
に
行
き
、
そ
こ
で
仁
孝
天
皇
の

姿
を
拝
見
し
て
天
皇
に
対
す
る
尊
敬
の

気
持
ち
を
強
く
し
て
い
き
ま
し
た
。 

　
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
ペ
リ
ー

が
浦
賀
に
来
航
し
ま
す
。
そ
の
前
後
に

も
、
外
国
船
が
日
本
に
や
っ
て
来
て
様
々

な
要
求
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
内

が
混
乱
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情

勢
の
な
か
、
幕
府
を
倒
し
て
天
皇
中

心
の
国
を
造
り
、
外
国
人
を
追
い
払

お
う
と
す
る
思
想
「
尊
皇
（
そ
ん
の
う
）

攘
夷
（
じ
ょ
う
い
）」
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。
学
識
が
高
く
、
人
望
も
あ
っ

た
新
七
は
薩
摩
に
お
け
る
「
尊
王
攘
夷
」

運
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

  

　
こ
の
頃
の
薩
摩
藩
に
は
「
精
忠
組
」

（
誠
忠
組
と
も
い
う
）
と
呼
ば
れ
る
若

い
薩
摩
藩
士
（
五
十
人
ほ
ど
）
が
い
ま

し
た
。
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
、

有
馬
新
七
な
ど
が
そ
の
中
心
で
し
た
。

年
長
で
学
識
の
高
い
新
七
は
、
周
囲
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
精
忠
組
は
尊
皇
攘

夷
の
思
想
を
強
く
し
て
い
き
ま
す
。
精

忠
組
の
メ
ン
バ
ー
は
、
後
に
明
治
維
新

で
重
要
な
働
き
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

　
し
か
し
、
そ
の
頃
の
薩
摩
藩
の
考
え

は
、
幕
府
と
天
皇
の
結
び
つ
き
を
強
く

し
て
、
国
内
の
安
定
を
計
ろ
う
と
す
る

も
の
で
、
幕
府
を
倒
そ
う
と
す
る
新
七

の
考
え
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

  
　
藩
を
飛
び
出
し
た
新
七
と
、
新
七

に
従
う
三
十
人
ほ
ど
の
薩
摩
藩
士
は
、

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
四
月
に
京
都

の
旅
館
の
寺
田
屋
に
集
ま
り
、
幕
府
と

戦
い
を
始
め
る
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
同
じ
精
忠
組
の
奈
良
原
繁
ら

八
人
が
藩
上
層
部
の
命
令
で
止
め
に
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
七
ら
は
説
得
に

応
じ
ず
斬
り
合
い
と
な
り
、
新
七
と
ほ

か
七
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
斬
り
合
っ

た
双
方
と
も
精
忠
組
の
同
志
で
し
た
。

こ
れ
が
有
名
な
寺
田
屋
事
件
で
す
。 

　
新
七
は
こ
こ
で
倒
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
遺
志
は
精
忠
組
の
仲
間
に
引
き
継
が

れ
、
明
治
維
新
を
推
進
す
る
力
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 〈
引
用
参
考
文
献
〉 

　『
伊
集
院
郷
土
誌
第
一
部
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
集
院
町 

　
平
成
二
十
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋
院
篤
姫
」
が
放
映
さ
れ
る
の
を
機

に
、
篤
姫
や
明
治
維
新
に
関
わ
る
日
置
市
内
の
人
物
や
文
化
財
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
幕
末
の
志
士
と
し
て
有
名
で
、
明
治
維
新
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ

れ
る
伊
集
院
生
ま
れ
の
有
馬
新
七
。
伊
集
院
に
は
、
新
七
の
墓
と
生
誕
の
記
念
碑

が
あ
り
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ
「
天
璋
院
篤
姫
」
で
は
的
場
浩
二
さ
ん
が
演
じ
ま

す
。 

下谷口の伊集院幼稚園の隣にあります。南林
寺（現鹿児島市）に建てられましたが、南林
寺墓地の撤去により、昭和四十七年に伊集院
に移転しました。 

小
城
自
治
会
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
坂
木
家
の
屋
敷
が

あ
り
ま
し
た
。 

有馬新七の墓 

有
馬
新
七
生
誕
の
碑 

●
日
置
市
役
所 

有
馬
新
七
生
誕
の
碑 

● 

● 

文 

文 伊集院中学校 

伊集院駅 

有馬新七の墓 

伊集院小学校 

徳重神社 
◆妙円寺詣り 

有馬新七の墓 

伊集院小学校 

徳重神社 
◆妙円寺詣り 



　
か
つ
て
な
い
大
地
震
と
豪
雨
が
、

同
時
に
日
置
市
を
襲
う
と
い
う
想
定

で
、
九
月
二
日
、
日
吉
運
動
公
園
で

市
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
関
係
機
関

十
二
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
最
近
で
は
、
新
潟
県
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
（
七
月
・
震
度
６
弱
）
や

台
風
４
号
お
よ
び
梅
雨
前
線
に
よ
る

大
雨
な
ど
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

各
地
で
被
害
が
発
生
し
、
鹿
児
島
県

で
も
台
風
や
豪
雨
の
被
害
が
少
な
く

な
く
、
大
災
害
は
ひ
と
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
つ
、
ど
こ
で
も
起
こ

り
う
る
大
災
害
へ
の
「
意
識
」
と
「
備

え
」
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

　
防
災
訓
練
は
、
警
報
連
絡
を
受
け

て
か
ら
の
警
戒
本
部
設
置
や
対
策
本

部
設
置
な
ど
の
「
情
報
伝
達
訓
練
」、

家
屋
の
倒
壊
や
が
け
崩
れ
、
火
災
の

発
生
な
ど
で
負
傷
者
が
多
数
い
る
と

の
想
定
で
、
住
民
へ
の
避
難
誘
導
、

消
火
訓
練
、
救
出
訓
練
、
炊
飯
支
援

訓
練
な
ど
の
「
実
働
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。 

　
実
働
訓
練
に
参
加
し
た
の
は
、
地

元
地
区
の
住
民
約
百
八
十
人
を
は
じ

め
、
市
消
防
本
部
や
市
消
防
団
な
ど

合
わ
せ
て
約
三
百
人
。
住
民
ら
は
、

い
ざ
と
い
う
時
に
安
全
で
適
切
な
行

動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
確
認
し
な
が
ら
真
剣
に
訓
練

に
取
り
組
み
、
ま
た
消
防
本
部
や
消

防
団
の
訓
練
を
見
守
り
ま
し
た
。
単

な
る
訓
練
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
危
機
管
理

の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

    

　
今
年
七
月
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震

で
は
十
一
人
の
死
者
が
出
た
一
方
で
、

多
く
の
人
々
が
、
家
族
や
近
隣
住
民

の
協
力
で
助
け
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
大
地
震
の
発
生
直
後
は
、
道
路
の

損
壊
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
、
消
防

や
警
察
が
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
つ
け

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
求
め
ら
れ
る
の
が
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

心
構
え
と
地
域
の
組
織
力
で
す
。 

　
し
か
し
、
災
害
時
に
助
け
合
う
た

め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
を
一
番
に
考
え
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
対
す

る
意
識
と
知
識
を
持
ち
、
い
ざ
と
い

う
時
に
行
動
で
き
る
よ
う
防
災
力
を

身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
を
災
害
か
ら
守
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
体
の
防
災
力
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。 

　「
平
成
十
九
年
九
月
二
日
、
吹
上
浜
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
日
吉

地
域
で
震
度
５
強
を
観
測
。
一
方
、
大
気
の
状
態
が
不
安
定
と
な
り
豪
雨
、
降

り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
４
０
０
㎜
に
達
す
る
お
そ
れ
」 

　
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
発
生
が
相
次
ぎ
、
豪
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ

や
堤
防
の
決
壊
な
ど
へ
の
警
戒
も
必
要
な
状
況
下
。 

　
そ
の
時
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
。
い
ざ
と
い
う
時
の
判
断
と
行
動

が
生
死
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

一
人
ひ
と
り
の 

防
災
力
を
高
め
る 

い
つ
、
ど
こ
で
も 

起
こ
り
う
る
大
災
害 

日
ご
ろ
の 

危
機
管
理
が
大
切 

あ
な
た
の
　
　
と 

　
　
　
大
丈
夫
で
す
か
？ 

意
識
意
識 

意
識
意
識 

意
識 

備
え
備
え 

備
え
備
え 

備
え 

▲避難誘導訓練 

▲災害ボランティアセンター 

▲市消防本部レスキューによる救出訓練 ▲県の防災ヘリによる救急訓練 

▲応急救護所を開設し、市消防本部と日置郡医師会が出動 

▲地域住民をはじめ多くの機関が参加 

日置市総合防災訓練 

　国民保護計画は、武力攻撃や大規模テロといった有事の際に、皆さんの生命、身体、財産を守り、被害を
最小限にするためのものです。 
◎市では、平成19年２月、「日置市国民保護計画」を作成しました。 
◎この計画に基づき、市では、国や県、放送・運送事業者などの関係機関と連携しながら、避難・救援・被
害の最小化といった国民保護措置を的確かつ迅速に実施します。 

国民保護計画については、下記のホームページでも紹介しています。 

鹿児島県危機管理防災課　　　　　http：//www.pref.kagoshima.jp/kurashi-kankyo/kikikanri/hogo/index.html 
内閣官房国民保護ポータルサイト　　http：//www.kokuminhogo.go.jp/pc-index.html 
総務省消防庁　　　　　　　　　　http：//www.fdma.go.jp/concern/index.html

避　　難 

　国からの指示を受け、県から警
報の通知や避難の指示を受けます。
市では、住民の皆さんに警報伝達
や避難誘導を行います。 

救　　援 

　市では、避難した住民の皆さん
の生活を救援するため、県などの
関係機関と連携して、避難所の開
設や食品・飲料水の提供、安否情
報の収集などを行います。 

被害の最小化 

　市では、県などの関係機関と協
力して、ダムや発電所などの警備
強化、警戒区域の設定、消火・救
急および救助の活動などの措置・
指示を行います。 



　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）
は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は

あ
っ
た
者
か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
力
で
相
手
を
支
配
し
よ

う
と
す
る
行
為
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
生
命

に
か
か
わ
る
結
果
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。 

　
男
女
の
経
済
力
の
格
差
や
社
会
的

地
位
の
差
な
ど
、
男
性
優
位
の
社
会

構
造
、
女
性
を
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
見
な
い
女
性
差
別
の
意
識
、
ま
た

夫
が
妻
に
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
を
正

当
化
し
よ
う
と
す
る
誤
っ
た
考
え
方

な
ど
が
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）
を
生
み
出
す
背

景
に
あ
り
ま
す
。 

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の 

暴
力（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ 

レ
ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）に
つ
い
て 

　
今
月
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
／
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
を
掲
載
し
ま
す
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
起
こ
る
理
由
」、

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
行
為
を
受
け
て
誰
か
に
相
談
し
ま

し
た
か
」
な
ら
び
に
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
な
く
す
た
め

の
対
策
」
に
つ
い
て
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

シ
リ
ー
ズ
③ 

◆全体では「相手を自分の
所有物だと思っているか
ら」が46.5％と最も高く、
次いで「男性優位の考え
が残っているから」（40.4
％）、「たまったストレス
のはけ口がないから」（39
％）の順となっています。 

◆男女別でみると、男性で
は「男性優位の考えが残
っているから」が 44.3％
と最も高いのに対し、女
性では「相手を自分の所
有物だと思っているから」
が 48.6％と最も高くなっ
ています。 
　男女ともにドメスティッ
ク・バイオレンスの起こ
る主な理由の上位３つに
「男性優位の考えが残っ
ているから」「相手を自
分の所有物だと思ってい
るから」「たまったスト
レスのはけ口がないから」
が挙げられています。 

◆　全体では「相談した」が42％と最も高くなっていますが、「相談できなかった」「相談しなかった」の合計割合
より低くなっています。 

◆　男女別でみると、男性では「相談できなかった」が62.5％と最も高いのに対し、女性では「相談した」が46％
と最も高くなっています。 

ドメスティック・バイオレンスの起こる理由について 

（データラベルは％） 

【
相
談
先
】 

◆
鹿
児
島
県
婦
人
相
談
所 

　
鹿
児
島
市
錦
江
町
三
番
七
号 

　
℡ 

２
２
２
‐
１
４
６
７ 

◆
鹿
児
島
県 

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

　
鹿
児
島
市
山
下
町
一
四
‐
五
〇 

　
℡ 

２
２
１
‐
６
６
０
３ 

◆
日
置
市
福
祉
事
務
所 

　
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係 

　
日
置
市
伊
集
院
町
郡
一
丁
目 

　
一
〇
〇
番
地 

　
℡ 

２
７
３
‐
２
１
１
１ 

相手を自分の所有物だと思っているから 

男性優位の考えが残っているから 

たまったストレスのはけ口がないから 

家族の間では許されることだと思っているから 

アルコール依存などの特殊な 
病気が原因となっているから 

かつて自分も身内から暴力を振るわれてきたから 

暴力を振るわれる側に何らかの落ち度があるから 

相手が経済的に自立しておらず、逃げることが 
できないと思っているから 

相手に対する教育やしつけだと思っているから 

その他 

無回答 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 

46.528.7
28.7
29.1

27.6
27.9
27.9

21.0
18.0

23.5

17.7
14.5

20.8

22.2
25.1

19.3

21.3
27.3

17.9

17.8
20.5

15.8

6.3
4.9
7.1

4.7
4.9
4.9

1.1
1.6
0.9

43.4
48.6

40.4
44.3

38.6

39.0
34.7

43.2

22.5
20.8
23.9

全体（975人） 
男性（366人） 
女性（549人） 

17.4
17.2
17.5

12.1
10.9
13.7

11.2
14.8

8.7

8.2
7.9
8.4

7.8
10.9

5.8

3.3
4.1
3.1

16.8
14.8
16.6

◆全体、男女とも、「相談
担当者に女性を増やすな
ど、被害を受けた女性が
届けやすい環境をつくる」
の割合が最も高く、次い
で「専門知識を持った者
による相談体制を整備す
る」、「被害者が援助を求
めやすくするための情報
提供体制を充実する」の
順となっています。 

　その他に、男性では「家
庭・学校における男女平
等や人権についての教育
を充実させる」「行政や
警察が啓発運動を積極的
に行い、配偶者や恋人な
どからの暴力などに対す
る世論を高める」の割合
が高い傾向です。女性で
は「加害者に対するカウ
ンセリングを行う」「被
害者が援助を求めやすく
するための情報提供体制
を充実する」の割合も高
くなっています。 

ドメスティック・バイオレンスをなくすための対策について 

ドメスティック・バイオレンスの行為を受けて誰かに相談しましたか 

（データラベルは％） 

（データラベルは％） 

相談担当者に女性を増やすなど、被害を 
受けた女性が届けやすい環境をつくる 

専門知識を持った者による相談体制を整備する 

被害者が援助を求めやすくするための 
情報提供体制を充実する 

加害者に対するカウンセリングを行う 

被害者が一時的に逃れることのできる 
シェルター（避難所）を設置する 

行政や警察が啓発運動を積極的に行い、配偶者や 
恋人などからの暴力などに対する世論を高める 

家庭・学校における男女平等や 
人権についての教育を充実させる 

法律・制度の制定や見直しを行う 

わからない 

個人的な問題なので特に対応の必要はない 

その他 

無回答 

0％ 10％ 45％ 20％ 30％ 40％ 

全体（975人） 
男性（366人） 
女性（549人） 

相談した　　相談できなかった　　相談しなかった 

42.3
42.3
42.3

12.7
12.0
12.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 10％ 

全体 
（N＝69） 

男性 
（N＝16） 

女性 
（N＝50） 

30％ 50％ 70％ 90％ 100％ 

42.0 20.3 37.7

31.3 6.3 62.5

46.0 26.0 28.0



　75歳以上の高齢者を対象に、その心身の特性や生活実態などを

踏まえて、新たな高齢者医療制度が創設されることになりました。 

　老人保健制度では、国保や健保などの医療保険に加入しながら

老人保健制度の対象となっていましたが、後期高齢者医療制度で

は国保や健保などの医療保険をぬけて、後期高齢者医療制度に新

たに加入することとなります。 

　日置市は県と共同で、「かごしま子育て支援パスポート事業」を開始します。子育て家庭に交付されたパスポートを架け橋に、

協賛店が独自の子育て支援サービスを提供することで、子育てを暖かく応援する地域づくりを進めていきます。 

子育て支援パスポート事業って何?Ｑ 
Ａ 　　子育て家庭を地域全体で支援することを趣旨に、交付されるパスポートです。ステッカーの貼ってある協賛店でパス
ポートを提示すると、色々な子育て支援サービスを受けることができます。 

パスポートの交付対象は?Ｑ 
Ａ 　　妊娠中の方、または満18歳未満の子どもがいる世帯です。 

パスポートの交付申請手続きは?Ｑ 
Ａ 　　担当窓口で「かごしま子育て支援パスポート交付申請書」を提出すると、住民基本台帳等で確認の上、パスポー
トが交付されます。詳しくは、下記の担当窓口にお問い合わせください。 

子育て支援サービスの内容は?Ｑ 
Ａ 　　サービス内容は、各協賛店によって異なります。サービス内容や協賛店の詳細については、今後、日置市や県のホ
ームページ、広報ひおき10月号等に掲載する予定です。 

【お問い合わせ先（担当窓口）】 

本　　　庁　福祉課子ども福祉係　　　（内線1126） 

日吉 支 所　保健福祉課子ども福祉係（内線3126） 

【お問い合わせ先（担当窓口）】 

本　　　庁　健康保険課国保老人保健係（内線1133） 

日 吉支 所　保健福祉課国保老人保健係（内線3133） 

 

東市来支所　保健福祉課国保老人保健係（内線2133） 

吹 上 支 所　保健福祉課国保老人保健係（内線4133） 

東市来支所　保健福祉課子ども福祉係（内線2126） 

吹 上 支 所　保健福祉課子ども福祉係（内線4126） 

※　協賛店も随時募集しています。事業の詳細、協賛申請等については、下記の担当窓口にお問い合わせください。 

≪パスポートサンプル≫ ≪ステッカーサンプル≫ 

≪事業の仕組み≫ 

子育て家庭 
妊娠中の方および18歳未満の子ども 
がいる世帯 

協賛店舗等 

日置市 

各店舗等において、サービス内容を 
決定 

サービス提供 

パスポート提示 

協賛申込 交付申請 

ステッカー交付 パスポート交付 

後期高齢者医療制度 
が始まります!

●後期高齢者お一人お一人が保険料を負担する必要があります。 

　保険料は、原則として、年金から天引きされます。 

●これまで、保険料の負担のなかった健保組合などの被用者保険の被扶養者だった高齢者も保険料を納めることに

なります。 

●お医者さんにかかるとき、被保険者証と老人医療受給者証の２種類が必要でしたが、後期高齢者医療制度施行後

は、独自の新しい被保険者証が１種類のみになります。 

保険料について 

●お医者さんにかかるときの医療の給付については、これまでの老人保健制度と同じ給付を受けることになります。 

●お医者さんにかかるときの自己負担割合は、原則として１割、現役並みの所得がある人は、３割となります。 

〇保険料の決まり方 

　　保険料は、均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算されます。均等割額と所得割率は、広域連

合ごとに決められます。それまで被扶養者だった人、低所得者には、軽減措置があります。 

〇保険料の納め方 

　・年金が年額18万円以上の人　⇒　年金からの天引き（特別徴収） 

　・年金が年額18万円未満の人　⇒　個別に納付（普通徴収） 

　※ただし、介護保険料と合わせた額が、年金額の２分の１を超える場合は、普通徴収となります。 



　
市
内
の
水
道
専
門
業
者
で
つ
く
る

日
置
市
管
工
事
組
合
（
３３
社
加
盟
・

今
村
仁
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
八
月
二

日
、
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
同
組
合
が
日
ご
ろ
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
恩

返
し
を
し
よ
う
と
毎
年
計
画
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
各
地
域
の
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
配
水
池
や
水
源
地

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
組
合
で
は
こ
の
ほ
か
技
術
研
修

に
も
取
り
組
み
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
吹
上
地
域
の
精
密
板
金
加
工
業
「
鹿

児
島
ケ
ー
ス
㈱
」（
居
迫
大
作
社
長
）

が
、
現
在
操
業
中
の
藤
元
工
業
団
地

（
吹
上
）
内
の
隣
接
地
に
新
た
に
工

場
を
増
設
す
る
立
地
協
定
を
締
結
し
、

八
月
十
七
日
、
市
中
央
公
民
館
で
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
社
は
一
九
五
八
年
に
木
工
場
と

し
て
鹿
児
島
市
で
創
業
し
、
九
九
年

に
規
模
拡
大
の
た
め
旧
吹
上
町
の
藤

元
工
業
団
地
に
移
転
。
今
回
新
た
に

約
八
千
七
百
平
方
㍍
の
用
地
を
購
入
。

製
品
を
組
み
立
て
る
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
や
受
注
増
に
対
応
す
る
た
め
の
増

設
で
、
来
年
三
月
に
操
業
す
る
予
定
。

工
場
増
設
に
あ
た
り
十
五
人
の
新
規

雇
用
を
計
画
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア

ル
ミ
加
工
品
な
ど
の
生
産
拡
大
を
図

る
計
画
で
す
。 

　
調
印
式
に
は
居
迫
社
長
や
宮
路
市

長
ら
が
出
席
。
居
迫
社
長
は
「
顧
客

や
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、

地
域
に
も
貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た

「
平
成
十
九
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
で
伊
集
院
地
域
郡
下
自
治

会
、
中
福
良
自
治
会
が
各
公
民
館
に

自
治
会
活
動
を
推
進
す
る
設
備
一
式

を
購
入
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
助
成
で
は
、
郡
下
自
治
会

が
健
康
教
室
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
教

室
で
活
用
す
る
健
康
増
進
や
運
動
の

た
め
の
設
備
一
式
。
中
福
良
自
治
会

が
備
品
の
老
朽
化
に
よ
り
机
や
椅
子
・

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
設
備
一
式
を
購
入

し
、
今
後
の
地
域
活
動
推
進
に
活
用

さ
れ
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
助
成
金
は
、
こ
の
よ
う

に
還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。 

郡
下
、中
福
良
自
治
会
が
地
域
活
動
推
進
設
備
を
購
入
！ 

清
掃
作
業
で
　
地
域
に
恩
返
し 

管
工
事
組
合 

藤
元
工
業
団
地
に
工
場
増
設 

鹿
児
島
ケ
ー
ス
㈱
立
地
協
定
調
印
式 

　
藤
元
地
区
山
茶
花
会
（
吹
上
）
が

県
道
路
愛
護
県
知
事
表
彰
を
受
け
八

月
二
十
二
日
、
藤
元
鹿
児
島
地
域
振

興
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
会
の
活
動
開
始
は
三
十
年
ほ
ど

前
。
県
道
２２
号
谷
山
伊
作
線
の
路
肩

に
町
木
（
当
時
）
山
茶
花
を
植
え
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
よ
う

と
、
有
志
が
手
弁
当
で
地
道
に
植
栽

し
て
い
き
ま
し
た
。 

　「
当
初
は
幼
木
を
植
え
る
た
び
に

よ
く
盗
ま
れ
ま
し
た
」
と
窪
田
和
洋

会
長
。
歳
月
と
と
も
に
会
員
も
高
齢

化
し
「
道
路
が
よ
く
な
っ
た
分
、
車

の
速
度
が
早
く
な
り
、
作
業
が
危
険

に
な
っ
て
き
た
」。
そ
れ
で
も
「
こ

の
表
彰
を
励
み
に
、
道
路
の
美
化
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
」
と
決
意

を
話
し
ま
し
た
。
現
在
、
年
二
回
管

理
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
鹿
児
島
県
で
は
県
道
の
美
化
や
清

掃
を
行
う
団
体
の
活
動
を
「
ふ
る
さ

と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
支
援

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
鹿

児
島
地
域
振
興
局
日
置
支
所
（
℡
２

７
３
‐
３
１
１
１
）
ま
で
。 

県
道
美
化
の
活
動
を
表
彰 

藤
元
地
区
山
茶
花
会
県
道
路
愛
護
表
彰 

　
八
月
五
日
に
行
わ
れ
た
向
江
町
夏

祭
り
（
伊
集
院
）
で
集
ま
っ
た
義
援

金
を
平
成
十
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地

震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
寄
付

し
よ
う
と
、
八
月
十
五
日
、
向
江
町

自
治
会
の
橋
口
正
太
郎
会
長
と
夏
祭

り
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
市
役

所
を
訪
れ
、
宮
路
市
長
に
義
援
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。 

　
今
回
向
江
町
夏
祭
り
で
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
は
三
万
九
百
七
十
八
円
。

こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
等
を

通
じ
て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

向
江
町
夏
祭
り
で
義
援
金
を
寄
付 

新
潟
県
中
越
沖
地
震
等
義
援
金 

平
成
十
九
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

　
七
月
二
十
九
日
に
福
岡
市
で
開
か

れ
た
少
林
寺
流
錬
心
舘
全
国
空
手
道

選
手
権
大
会
に
海
外
か
ら
参
加
し
た

門
下
生
が
七
月
二
十
六
日
、
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
訪
問
し
た
の
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ

出
身
で
米
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
で
道

場
を
開
い
て
い
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
カ

ン
デ
ラ
リ
オ
さ
ん
と
門
下
生
の
ほ
か
、

ウ
イ
リ
ア
ム
さ
ん
の
師
匠
で
プ
エ
ル

ト
リ
コ
副
本
部
長
を
務
め
る
ア
ダ
ル

ベ
ル
ト
・
ロ
ザ
リ
オ
さ
ん
ら
十
五
人
。

門
下
生
は
、
伊
集
院
地
域
の
錬
心
舘

総
本
山
で
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら

心
身
を
鍛
錬
。
二
週
間
の
日
程
で
滞

在
し
、
保
巌
宗
家
か
ら
指
導
を
受
け

な
が
ら
昇
段
試
験
に
臨
み
、
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

外
国
人
門
下
生
十
五
人
が
表
敬
訪
問 

少
林
寺
流
錬
心
舘 

　
市
川
修
一
さ
ん
と
増
元
る
み
子
さ

ん
が
、
吹
上
浜
で
北
朝
鮮
の
工
作
員

に
拉
致
さ
れ
た
八
月
十
二
日
、
吹
上

浜
拉
致
事
案
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
活
動
は
平
成
八
年
か
ら
鹿
児
島
県

警
や
沿
岸
防
犯
協
力
会
、
行
政
な
ど

が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
。
こ
の
日

も
炎
天
下
、
関
係
者
五
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
「
事
件
現
場
に
行
く
の

は
つ
ら
い
」
と
足
を
運
ん
で
い
な
か

っ
た
市
川
さ
ん
の
兄
健
一
さ
ん
夫
妻

と
、
増
元
さ
ん
の
弟
輝
明
さ
ん
夫
妻

も
今
回
初
め
て
参
加
。 

　
さ
つ
ま
湖
近
く
の
市
道
で
久
我
県

警
本
部
長
ら
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ

ー
や
同
乗
者
に
チ
ラ
シ
を
配
り
「
事

件
を
風
化
さ
せ
な
い
で
」
と
訴
え
、

情
報
提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
両
夫
妻
は
拉
致
現
場
を

訪
れ
、
改
め
て
家
族
と
の
再
会
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。 

　
事
件
か
ら
二
十
九
年
が
経
過
。
三

十
年
目
に
向
け
て
、
一
日
も
早
い
全

容
解
明
、
全
面
解
決
へ
向
け
、
地
道

な
活
動
が
続
き
ま
す
。 

事
件
を
風
化
さ
せ
ま
い 

吹
上
浜
拉
致
事
案
広
報
活
動 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
励
ま
し
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る 

拉
致
被
害
者
家
族
ら 

▲東部地区水源地の清掃作業（日吉地域） 

▲握手を交わす鹿児島ケースの居迫大作社長（中央） 

▲市長に義援金を手渡す橋口会長 

▼ 

【郡下自治会】 

【中福良自治会】 



　
八
月
は
吹
上
地
域
の
各
所
で
夏
祭

り
が
行
わ
れ
、
み
こ
し
の
掛
け
声
や

屋
台
の
匂
い
に
誘
わ
れ
て
、
老
若
男

女
が
夏
の
夜
の
祭
り
に
心
躍
ら
せ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
祭
り
な
ら

で
は
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。 

　
八
月
四
日
は
、
吹
上
温
泉
広
場
で

温
泉
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場

入
口
に
は
、
南
湯
之
元
に
伝
わ
る
か

ら
く
り
人
形
が
来
場
者
を
お
出
迎
え
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
横
回
転
の
水
車

を
動
力
に
、
二
組
四
体
の
手
作
り
人

形
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。 

　
週
末
の
宿
泊
客
も
、
温
泉
と
祭
り

を
浴
衣
で
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
　

　
同
五
日
は
、
島
津
日
新
公
ゆ
か
り

の
蛭
子
神
社
で
え
び
す
夏
祭
り
。
境

内
に
は
制
作
に
一
カ
月
以
上
を
か
け

た
回
り
灯
篭
（
と
う
ろ
う
）
が
数
基
。

稲
わ
ら
一
つ
ま
で
手
作
り
の
、
四
季

を
あ
し
ら
っ
た
模
型
を
配
し
、
二
重

に
な
っ
た
回
転
筒
が
左
右
逆
回
転
す

る
灯
篭
は
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

　
恒
例
の
え
び
す
富
く
じ
も
、
購
入

者
が
列
を
な
し
ま
し
た
。 

　
同
十
一
日
は
吹
上
町
納
涼
夏
祭
り
。

今
年
で
三
十
三
回
を
数
え
る
こ
の
祭

り
の
主
催
は
吹
上
町
青
年
団
。
十
人

足
ら
ず
の
団
員
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
、
先
輩
の
築
い
た
伝
統
を

し
っ
か
り
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
吹
上
地

域
の
中
心
で
行
わ
れ
る
大
き
な
お
祭

り
に
は
、
帰
省
者
も
多
数
詰
め
掛
け
、

ふ
る
さ
と
の
祭
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
八
月
十
二
日
、
東
市
来
地
域
江
口

浜
海
浜
公
園
で
、「
国
際
サ
ン
ド
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
十
時
半
の
合
図
と
と
も
に
、
砂
像

制
作（
三
十
チ
ー
ム
参
加
）、
宝
捜
し
、

貝
掘
り
が
ス
タ
ー
ト
。 

　
強
い
日
差
し
の
中
、
そ
の
暑
さ
も

忘
れ
て
砂
像
制
作
に
没
頭
し
、
二
時

間
の
制
限
時
間
内
に
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
と
連
携
し
て
砂
像
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。 

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 【
優
　
勝
】　 

　
　
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

【
第
二
位
】　 

　
　
重
水
家 

【
第
三
位
】 

　
　
さ
つ
ま
お
ご
じ
ょ 

【
南
日
本
賞
】 

　
　
か
ご
し
ま
香
港
ク
ラ
ブ
２
０
０
７ 

【
商
工
会
賞
】 

　
　
ト
ー
ク
ハ
ー
ド
Ｃ 

【
青
年
部
賞
】 

　
　
吹
上
町
商
工
会
青
年
部 

【
審
査
員
特
別
賞
】 

　
　
Ｊ
Ｃ
物
語 

【
ユ
ニ
ー
ク
賞
】 

　
　
壮
烈
無
比
の
薩
摩
武
士 

【
エ
コ
賞
】 

　
　
ト
ー
ク
ハ
ー
ド
Ｂ 

【
ち
び
っ
こ
賞
】 

　
　
上
市
来
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ 

【
遠
来
賞
】 

　
　
り
ん
た
ろ
う
チ
ー
ム
（
指
宿
市
） 

　
八
月
十
五
日
、
北
山
自
治
会
（
東
市
来
）
の
納
骨
堂
広
場
で
、

北
山
の
火
振
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
毎
年
同
日
に
行
わ
れ
る
無
縁
仏
を
供
養
す
る
た
め

の
伝
統
行
事
で
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

　
空
が
黄
昏
（
た
そ
が
れ
）
色
に
染
ま
る
頃
、
五
、
六
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
孟
宗
竹
先
端
の
松
明
（
た
い
ま
つ
）
に
火
が
灯
さ
れ
、

南
北
に
大
き
く
振
ら
れ
た
送
り
火
が
弧
を
描
き
、
夏
の
夜
空
を

焦
が
し
ま
し
た
。 

　
時
折
、
松
明
同
士
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
い
、
火
の
粉
を
散

ら
す
と
、
観
客
か
ら
は
ど
よ
め
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

送
り
火
が
織
り
成
す
幻
想
的
空
間 

心
躍
ら
せ
夏
祭
り 

吹
上
地
域
各
所
で
夏
祭
り 

砂
像
制
作
、宝
さ
が
し
に
熱
中 

国
際
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７ 

北
山
の
火
振
り 

六
〇
〇
年
の
誇
り
を
背
負
い
舞
う 

伊
作
太
鼓
踊
奉
納 

　
八
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
和
田

地
区
夏
祭
り
（
吹
上
）
で
、
和
田
小

お
や
じ
の
会
（
大
迫
成
人
代
表
）
十

二
人
が
和
太
鼓
を
演
奏
、
父
親
の
熱

い
バ
チ
さ
ば
き
に
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
沸
き
ま
し
た
。 

　
同
会
の
お
や
じ
太
鼓
は
昨
年
の
和

田
地
区
文
化
祭
で
デ
ビ
ュ
ー
。
二
回

目
の
お
披
露
目
と
な
っ
た
今
回
、
二

人
が
加
わ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。「
夕

飯
も
ダ
レ
ヤ
メ
も
抜
き
」
で
一
カ
月

以
上
猛
練
習
し
て
き
ま
し
た
。 

　
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
も
こ

の
が
ん
ば
り
に
応
え
、
太
鼓
を
快
く

貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
い
ざ
、
本
番
。
そ
ろ
い
の
黒
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
ま
と
っ
た
会
員
が
ラ
イ
ト
を

浴
び
、
ホ
ラ
貝
の
音
と
と
も
に
演
奏

開
始
。
ざ
わ
つ
い
た
会
場
は
太
鼓
の

響
き
で
静
ま
り
、
そ
こ
に
十
二
人
の

鼓
動
が
重
な
り
合
っ
て
。 

　
時
に
厳
し
く
、
時
に
包
み
込
む
よ

う
な
父
親
の
心
意
気
が
バ
チ
に
込
め

ら
れ
ま
し
た
。 

　
無
事
演
奏
を
終
え
た
会
員
は
「
ち

ょ
っ
と
失
敗
し
た
け
ど
、
満
足
」
と

息
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

響
け
、お
や
じ
の
心
意
気 

和
田
小
お
や
じ
の
会
和
太
鼓
演
奏 

▲からくり人形が出迎え、温泉広場では 
　和太鼓演奏が盛り上げた温泉祭り 

▼祭りの合図は子どもみこし。繊細な回り灯篭が 
　魅了したえびす夏祭り 

▼マレーダンスでも踊りの輪ができた納涼夏祭り。 
　舞台裏の団員は大忙し。 

　
鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
の
伊
作
太

鼓
踊
が
八
月
二
十
八
日
、湯
之
浦（
吹

上
）の
南
方
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
作
太
鼓
踊
は
現
在
、
六
つ
の
保

存
会
が
継
承
し
て
お
り
、
毎
年
輪
番

で
奉
納
。
今
年
は
田
尻
保
存
会
が
七

年
ぶ
り
に
そ
の
任
を
務
め
ま
し
た
。 

　
田
尻
保
存
会
で
は
、
奉
納
に
向
け

冬
か
ら
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
踊
り
を
先
導
す
る
の
は
鉦
（
か
ね
）

と
小
太
鼓
を
担
当
す
る
中
打
ち
四
人

の
小
中
学
生
。着
物
姿
で「
チ
ン
チ
ン
、

カ
コ
カ
コ
」と
独
特
の
調
子
を
着
実

に
刻
み
、
跳
ね
る
よ
う
に
踊
り
ま
す
。 

　
そ
の
中
打
ち
を
囲
む
よ
う
に
、
二

十
四
人
の
平
打
ち
が
居
並
び
、
胸
の

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
一
畳
ほ
ど
の

軍
配
型
の
矢
旗
を
き
し
む
ほ
ど
く
ね

ら
せ
踊
り
ま
す
。 

　
こ
の
後
、
二
日
間
に
わ
た
り
、
多

宝
寺
跡
や
大
汝
牟
遅
神
社
な
ど
、
四

十
カ
所
あ
ま
り
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
保
存
会
で
は
奉
納
に
先
立
ち
、
二

十
六
日
に
塩
浜
参
り
を
行
い
、
吹
上

浜
の
潮
で
、
踊
り
子
や
太
鼓
、
鉦
を

清
め
て
本
番
に
望
み
ま
し
た
。 

　
応
永
十
三
（
一
四
〇
六
）
年
、
伊

作
島
津
家
四
代
、
島
津
久
義
の
田
布

施
攻
め
の
戦
勝
踊

り
が
起
源
と
さ
れ

る
伊
作
太
鼓
踊
。 

　
猛
暑
日
の
続
い

た
こ
の
夏
。
六
〇

〇
年
の
誇
り
を
背

負
い
、
今
年
も
吹

上
の
男
た
ち
が
舞

い
踊
り
ま
し
た
。 



　
八
月
四
日
、横
川
体
育
館（
霧

島
市
）
で
、
第
五
回
県
小
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
夏
季
大
会

が
行
わ
れ
、
吉
利
チ
ー
ム
が

参
加
二
十
七
チ
ー
ム
の
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。 

　
十
日
に
吉
利
チ
ー
ム
（
内

村
監
督
・
選
手
十
二
人
）
が

日
吉
支
所
を
訪
れ
、
優
勝
の

報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

　
七
月
十
六
日
（
海
の
日
）、
市
Ｂ

＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
第
二

十
二
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
校
区
対
抗
水

泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
式
で
は
宮
路
市
長
が
「
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
校
区
・

地
域
間
の
親
睦
も
深
め
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
競
技
者
は
、
小
学
生

か
ら
一
般
（
五
十
歳
代
）
ま
で
の
二

百
三
十
人
で
、
ロ
ン
グ
ビ
ー
ト
板
レ

ー
ス
、
ビ
ー
ト
板
レ
ー
ス
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
や
自
由
形
・

背
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
四
種
目
で

泳
力
を
競
い
ま
し
た
。 

　
試
合
結
果
は
、
小
学
生
の
部
で
圧

倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
湯
田
校
区
が
、

上
市
来
校
区
を
振
り
切
り
五
年
連
続

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
の
四
月
で
閉
校
と
な

っ
た
皆
田
地
域
が
敢
闘
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。 

 

　総
合
成
績 

優
　
勝
　
湯
田
校
区
（
２
９
０
点
） 

準
優
勝
　
上
市
来
校
区
（
２
８
９
点
） 

第
三
位
　
鶴
丸
校
区
（
２
５
４
点
） 

第
四
位
　
伊
作
田
校
区
（
１
９
１
点
） 

第
五
位
　
皆
田
校
区
（
３
６
点
） 

第
六
位
　
美
山
校
区
（
２
２
点
） 

　部
門
別
優
勝 

小
学
生
の
部
　
湯
田
校
区 

中
学
生
の
部
　
上
市
来
校
区 

高
校
生
の
部
　
上
市
来
校
区 

一
般
の
部
　
上
市
来
校
区 

　
八
月
二
十
四
日
、
鹿
児
島
中
央
家

畜
市
場
で
市
秋
季
畜
産
共
進
会
が
行

わ
れ
、
市
内
の
畜
産
農
家
が
育
成
し

た
優
秀
な
和
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
伊
集
院
地

域
の
久
保
吾
郎
さ
ん
出
品
の
「
ふ
み

し
げ
号
」（
第
二
部
・
若
雌
十
三
カ

月
令
以
上
十
六
カ
月
令
の
部
）
が
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
審
査
会
場
横
で
は
成
牛
の

体
重
当
競
技
会
も
行
わ
れ
、
惜
し
く

も
ピ
タ
リ
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
参
加
者
は
成
牛
の
体
重
当
に
一

喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。 

　
平
成
十
九
年
度
日
置
市
秋
季
畜
産

共
進
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

平
成
十
九
年
度
　
日
置
市
秋
季
畜
産
共
進
会 

私
た
ち
優
勝
し
ま
し
た
！ 

県
小
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
夏
季
大
会 　

八
月
五
日
、
暑
い
日
差

し
が
照
り
つ
け
る
中
、
日

吉
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
日
吉
地
域
子
ど
も
会
球

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
球
技
を
楽

し
み
な
が
ら
友
だ
ち
と
の

親
睦
を
深
め
て
い
た
よ
う

で
す
。 

友
だ
ち
と
汗
を
流
そ
う 日

吉
地
域
子
ど
も
会
球
技
大
会 

僅
少
差
で
湯
田
校
区
が
、５
年
連
続
の
総
合
優
勝
！ 

Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
校
区
対
抗
水
泳
大
会 

竹
の
子
の
王
様
　
日
吉
緑
竹 

か
ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証
緑
竹
初
出
荷
式 

■
第
１
部
　
若
雌
（
13
カ
月
令
未
満
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

【
１
席
】
あ
き
こ
号
　
　
　
　
　
　
馬
場
園
袈
裟
吉
　
伊
集
院 

【
２
席
】
い
く
ま
る
ふ
く
１
号
　
　
東
條
　
泉
　
　
　
伊
集
院 

【
３
席
】
え
り
か
号
　
　
　
　
　
　
山
下
　
昭
一
　
　
日
吉 

【
４
席
】
と
も
か
号
　
　
　
　
　
　
内
山
　
高
好
　
　
東
市
来 

【
５
席
】
み
の
り
号
　
　
　
　
　
　
尾
堂
　
勝
哉
　
　
伊
集
院 

【
６
席
】
よ
し
ひ
め
さ
ち
21
号
　
　
今
村
　
英
晃
　
　
東
市
来 

【
７
席
】
第
２
あ
き
こ
号
　
　
　
　
城
之
下
　
博
次
　
東
市
来 

 

■
第
２
部
　
若
雌
（
13
カ
月
令
以
上
16
カ
月
令
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

【
１
席
】
ふ
み
し
げ
号
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

【
２
席
】
ゆ
め
の
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

【
３
席
】
ゆ
み
号
　
　
　
　
　
　
　
前
村
　
時
夫
　
　
伊
集
院 

【
４
席
】
こ
と
み
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

【
５
席
】
ま
ゆ
号
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
三
千
子
　
　
東
市
来 

【
６
席
】
な
な
号
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
園
袈
裟
吉
　
伊
集
院 

【
７
席
】
け
い
号
　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

【
８
席
】
く
る
り
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

【
９
席
】
お
き
く
号
　
　
　
　
　
　
下
茂
　
竜
一
　
　
東
市
来 

【
10
席
】
な
つ
こ
号
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
光
明
　
　
東
市
来 

【
11
席
】
あ
や
め
号
　
　
　
　
　
　
尾
堂
　
巧
美
　
　
伊
集
院 

【
12
席
】
ゆ
か
り
３
の
１
号
　
　
　
県
立
農
大
畜
産
部
　
吹
上 

【
13
席
】
よ
し
こ
号
　
　
　
　
　
　
園
頭
　
良
子
　
　
東
市
来 

【
14
席
】
か
つ
ゆ
き
７
号
　
　
　
　
西
山
　
益
穂
　
　
伊
集
院 

【
15
席
】
や
す
こ
号
　
　
　
　
　
　
内
山
　
高
好
　
　
東
市
来 

【
16
席
】
は
づ
き
号
　
　
　
　
　
　
宇
都
　
隆
秋
　
　
伊
集
院 

【
17
席
】
と
し
み
号
　
　
　
　
　
　
今
村
　
一
弘
　
　
東
市
来 

【
18
席
】
あ
き
こ
号
　
　
　
　
　
　
仮
屋
　
秋
雄
　
　
東
市
来 

【
19
席
】
あ
き
こ
２
号
　
　
　
　
　
仮
屋
カ
ズ
子
　
　
伊
集
院 

【
20
席
】
し
げ
み
８
の
８
号
　
　
　
外
屋
敷
久
徳
　
　
日
吉 

 

■
第
３
部
　
若
雌
（
17
カ
月
令
以
上
23
カ
月
令
）
の
部 

　
最
優
秀
賞 

【
１
席
】
ゆ
う
こ
１
号
　
　
　
　
　
蒲
牟
田
静
香
　
　
東
市
来 

【
２
席
】
は
る
か
号
　
　
　
　
　
　
大
山
多
恵
子
　
　
伊
集
院 

【
３
席
】
え
み
り
号
　
　
　
　
　
　
山
之
内
正
二
　
　
吹
上 

【
４
席
】
み
な
こ
号
　
　
　
　
　
　
小
重
　
秀
高
　
　
東
市
来 

【
５
席
】
さ
ゆ
り
号
　
　
　
　
　
　
横
枕
　
博
文
　
　
東
市
来 

【
６
席
】
か
ず
こ
１
号
　
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

【
７
席
】
さ
く
ら
号
　
　
　
　
　
　
松
尾
三
千
子
　
　
東
市
来 

【
８
席
】
か
な
こ
号
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

【
９
席
】
ふ
く
み
号
　
　
　
　
　
　
鳩
野
　
邦
重
　
　
日
吉 

【
10
席
】
ゆ
う
か
号
　
　
　
　
　
　
北
山
　
喜
内
　
　
東
市
来 

【
11
席
】
あ
い
り
号
　
　
　
　
　
　
豊
村
か
お
り
　
　
伊
集
院 

【
12
席
】
ゆ
き
号
　
　
　
　
　
　
　
榎
園
　
洋
信
　
　
伊
集
院 

 

■
第
４
部
　
父
系
群
の
部 

　
最
優
秀
賞 

　
　
　
　
こ
と
み
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
く
る
り
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
ゆ
め
の
号
　
　
　
　
　
　
久
保
　
吾
郎
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
ゆ
み
号
　
　
　
　
　
　
　
前
村
　
時
夫
　
　
伊
集
院 

　
　
　
　
や
す
こ
号
　
　
　
　
　
　
内
山
　
高
好
　
　
東
市
来 

　
　
　
　
け
い
号
　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
山
知
子
　
　
伊
集
院 

　
梅
雨
の
晴
れ
間
に
行
わ
れ
た
緑
竹

初
出
発
式
が
七
月
十
二
日
、
吉
利
物

産
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
主
催
者
で

あ
る
日
吉
町
緑
竹
会
長
の
鳩
野
哲
盛

さ
ん
が
「
緑
竹
は
、
も
と
も
と
無
農

薬
・
有
機
栽
培
で
生
産
し
て
お
り
安

心
・
安
全
の
認
証
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
夏
が
旬
の
タ
ケ
ノ
コ
と

し
て
全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
緑
竹
の
出
荷
は
昨
年
よ
り
二
週
間

遅
れ
ま
し
た
が
、
高
級
食
材
と
し
て

引
き
合
い
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

名
・
料
理
長
は
、こ
う
し
て
選
ぶ
？ 

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
日
本
橋
料
理
長
・
緑
竹
視
察 

　
八
月
四
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
日
本
橋
の
洋
食
料
理
長
・
梅
崎

徳
孝
さ
ん
が
、
日
吉
地
域
の
緑
竹
畑

を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
梅
崎
さ
ん
は
同
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、

三
菱
グ
ル
ー
プ
迎
賓
館
の
料
理
長
を

務
め
る
傍
ら
、
食
材
の
場
所
や
生
産

者
の
所
ま
で
行
っ
て
自
分
の
目
で
食

材
を
考
え
料
理
を
作
っ
て
い
く
の
だ

そ
う
で
す
。 

　
そ
の
日
も
、
竹
の
子
の
保
存
法
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
出
し
て
い
ま
し
た
。 

 

伊集院剣心館 

　７月 26日に行われた第 42回全日本少年剣
道錬成大会全国大会に出場する伊集院剣心館
が７月23日、市長を表敬訪問しました。 

育英館中学校サッカー部 

　７月24日から26日に行われた第56回鹿児
島県中学校総体で、育英館中サッカー部が優勝。
今年で三連覇をなしとげたことで８月３日、
市長を表敬訪問しました。 

り
ょ
く
ち
く 

平成19年度日置市秋季畜産共進会結果 



　
今
年
五
月
か
ら
、
複
式
学
級
を
採

用
し
て
い
る
市
内
の
六
小
学
校
で
、

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
の
学
生
が
学

習
指
導
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
す
る
「
Ｔ

Ａ
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
複
式
学
級
は
、
国
語
や
算
数
な
ど

一
人
の
教
師
が
二
つ
の
学
年
の
授
業

を
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

約
半
分
の
時
間
は
、
子
ど
も
た
ち
が

一
人
で
学
ん
だ
り
、
自
分
た
ち
で
話

し
合
っ
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
複

式
学
級
だ
か
ら
と
い
っ
て
学
力
が
つ

か
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。 

　
そ
こ
で
、
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部

が
あ
る
鹿
児
島
市
に
隣
接
し
て
い
る

市
の
特
性
を
生
か
し
て
、
学
生
を
補

助
者
と
し
て
生
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
と
協
議

を
重
ね
、
平
成
十
九
年
一
月
か
ら
三

校
で
四
人
の
学
生
に
よ
る
試
行
を
経

て
、
今
年
度
五
月
か
ら
六
校
で
本
格

的
に
導
入
し
ま
し
た
。 

　
五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
前
期
で
は

十
三
人
の
学
生
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
活
動
。
大
学
生
は
、
教
師
が
一

方
の
学
年
を
直
接
指
導
し
て
い
る
間
、

も
う
一
方
の
学
年
の
子
ど
も
た
ち
を

個
別
に
指
導
し
た
り
、
話
し
合
い
の

手
伝
い
を
し
た
り
し
ま
す
。 

　
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
戸
惑
う
こ
と
な
く
、
安
心
し

て
学
習
を
進
め
、
理
解
が
進
ま
な
い

児
童
は
個
別
に
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
給
食
時
間
や
昼
休
み
に
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
学
生
も

お
り
、
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
小
規

模
校
の
学
校
に
活
気
を
与
え
て
い
ま

す
。 

　
一
方
、
学
生
も
学
校
現
場
で
子
ど

も
に
か
か
わ
る
貴
重
な
経
験
が
で
き
、

県
内
に
数
多
く
存
在
す
る
複
式
学
級

の
指
導
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

　
十
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
後
期
は
、

大
学
三
年
生
の
教
育
実
習
も
終
わ
る

こ
と
か
ら
、
前
期
よ
り
も
多
く
の
学

生
が
活
動
す
る
予
定
。
日
置
市
の
複

式
学
級
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
と
学
生

の
双
方
に
も
っ
と
メ
リ
ッ
ト
が
広
が

る
よ
う
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

複
式
学
級
の
授
業
充
実
の
た
め
に 

鹿
大
生
が
学
習
指
導
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト 

　
七
月
十
三
日
、
住
吉
小（
日
吉
）で
、

衣
服
を
着
た
ま
ま
の
状
態
で
水
泳
を

体
験
す
る
着
衣
水
泳
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
衣
服
を
着
た
ま
ま
水
に

入
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
実

際
に
体
感
し
て
も
ら
い
、
水
難
事
故

の
防
止
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
普
段
は
水
着
で
泳
ぎ
回
る
児
童
ら

も
、
着
衣
水
泳
だ
と
ど
こ
と
な
く
泳

ぎ
に
く
い
よ
う
で
し
た
が
、
指
導
員

の
先
生
の
指
示
に
従
っ
て
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

着
衣
水
泳
を
体
験 

住
吉
小
学
校 

　
八
月
二
十
四
日
、
東
市
来
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
市
教
育
委
員
会
と

市
理
科
部
会
の
共
催
に
よ
り
、
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
植
物
標
本
名
付

け
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
自
分
達
で
採
取
し
た
植
物
標
本
や

貝
殻
標
本
を
持
参
し
、
植
物
部
門
に

二
十
三
組
、
貝
殻
部
門
に
四
組
が
そ

れ
ぞ
れ
順
番
で
、
植
物
、
貝
の
指
導

者
が
各
一
人
と
小
中
学
校
の
先
生
三

人
か
ら
、
標
本
名
の
指
導
を
受
け
て

い
ま
し
た
。 

こ
れ
な
〜
に
？ 

植
物
標
本
名
付
け
会 

市
内
小
学
生
　
「
書
く
こ
と
」の
楽
し
さ
を
学
ぶ 

わ
く
わ
く
作
文
塾 

　
夏
休
み
期
間
中
の
八
月
二
・
三
日

と
二
十
三
・
二
十
四
日
、
作
文
を
書

く
楽
し
さ
を
学
ぼ
う
と
「
わ
く
わ
く

作
文
塾
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
十
五

小
学
校
の
児
童
延
べ
四
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
市
教
育
委

員
会
と
日
置
地
区
小
学
校
国
語
研
究

会
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
。

本
年
度
は
、
講
師
と
し
て
市
内
小
学

校
の
教
諭
延
べ
七
十
一
人
が
指
導
に

当
た
り
ま
し
た
。 

　
児
童
ら
が
、
作
文
を
苦
手
と
し
て

い
る
理
由
に
「
書
く
こ
と
が
は
っ
き

り
し
な
い
。
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
。

書
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
え
な
い
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
わ
く
わ
く
作

文
塾
」
で
は
、
特
製
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
使
用
し
て
、
児
童
一
人
ひ
と
り

へ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
で
、
楽
し

ん
で
書
く
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

　
塾
で
は
、
語
彙
を
広
げ
る
活
動
や

比
喩
（
ひ
ゆ
）
表
現
、
文
の
書
き
出

し
や
起
承
転
結
の
構
成
等
を
学
習
。

子
ど
も
た
ち
は
、
夢
中
に
な
っ
て
鉛

筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
、
全
国
的
に
「
作
文
力
」
の

向
上
が
、
緊
要
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
市
内
小
・
中
学
校
で
も
、「
書

く
こ
と
」
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
わ
く
わ
く
作
文
塾
」

を
通
し
て
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
意

欲
や
表
現
力
を
高
め
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
次
回
の
「
わ
く
わ
く
作
文

塾
（
冬
休
み
期
間
）」
の
募
集
は
、

十
二
月
に
各
小
学
校
を
通
じ
て
行
う

予
定
。
こ
の
塾
で
「
作
文
」
の
楽
し

さ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

郷
土
の
歌
を
軽
快
に
暗
唱 

妙
円
寺
詣
り
の
歌
暗
唱
大
会 

　「
明
く
れ
ど
閉
ざ
す
〜
♪
」
と
だ

れ
も
が
一
度
は
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
が

あ
る
「
妙
円
寺
詣
り
の
歌
」
の
暗
唱

大
会
が
八
月
二
十
一
日
、
伊
集
院
地

域
の
各
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地

域
の
小
中
学
生
二
百
九
十
五
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
22
番
ま
で
歌
詞
が
あ
る

同
歌
を
覚
え
る
こ
と
で
郷
土
に
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
恒
例
行
事
で
、
今
年
は
月
色

コ
ー
ス
（
22
番
ま
で
）
五
十
七
人
、

烏
頭
坂
コ
ー
ス
（
15
番
ま
で
）
三
十

七
人
、
団
体
（
22
番
ま
で
）
は
三
十

五
団
体
が
完
唱
。
今
年
で
月
色
コ
ー

ス
四
回
完
唱
の
迫
田
美
祈
（
み
の
り
）

さ
ん
（
飯
牟
礼
小
五
年
）
は
、「
こ

の
歌
は
小
学
二
年
生
の
時
か
ら
覚
え

て
い
て
、
今
年
も
緊
張
せ
ず
に
完
唱

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

日
曜
参
観
で 

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト 

日
新
小
学
校 

　
六
月
二
十
四
日
、
日
新
小
（
日
吉
）

で
日
曜
参
観
が
行
わ
れ
、
二
校
時
に

体
育
館
で
岡
崎
勝
美
さ
ん
を
招
い
て

の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
岡
崎
さ
ん
は
、
視
覚
障
害
が
あ
り

な
が
ら
琴
や
ギ
タ
ー
の
演
奏
で
県
内

外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
演
奏
家
。
同

校
で
は
、
こ
の
日
を
「
心
の
教
育
の

日
」
と
定
め
、
全
学
年
で
道
徳
の
授

業
を
実
施
し
、
思
い
や
り
の
心
に
つ

い
て
学
ぼ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
児
童
の
ほ
か
、
保
護
者

や
地
域
住
民
も
参
加
。
岡
崎
さ
ん
の

琴
や
ギ
タ
ー
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

い 



　
七
月
十
六
日
に
発
生
し
た
平
成
十
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
、
日
置
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
窓
口
に
義
援
金

箱
を
設
置
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
四
日
間
の
募
集
期
間
で
五
万
七
千
七

百
六
十
七
円
に
も
の
ぼ
る
義
援
金
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。 

　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
義
援
金
と
し
て
、
八
月
十
七
日
に
日
本
赤
十
字
社

新
潟
県
支
部
へ
振
り
込
み
ま
し
た
。 

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

８
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

松
下
　
綾
夏
　
　
大
典
　
　
徳
重
東 

木
山
　
菜
実
　
　
孝
茂
　
　
猪
鹿
倉 

坂
元
　
美
来
　
　
将
也
　
　
瀬
戸
内 

脇
　
ひ
よ
り
　
　
博
行
　
　
妙
円
寺
五
区 

尾
立
　
勇
太
　
　
真
猛
　
　
瀬
戸
内 

林
　
　
優
杏
　
　
稔
　
　
　
上
土
橋 

小
濱
爽
一
朗
　
　
氏
文
　
　
中
央
通 

奥
　
　
海
斗
　
　
仁
　
　
　
恋
之
原 

別
府
優
芽
菜
　
　
俊
一
　
　
猪
鹿
倉 

南
谷
　
采
那
　
　
龍
太
郎
　
上
神
殿 

大
茂
　
風
雅
　
　
浩
　
　
　
妙
円
寺
七
区 

田
中
　
　
空
　
　
直
弥
　
　
天
神
馬
場 

花
立
　
愛
梨
　
　
和
弘
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

山
口
　
晴
生
　
　
弘
文
　
　
徳
重
東 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

末
山
夏
恵
来
　
　
龍
三
　
　
川
北 

久
木
崎
夏
帆
　
　
稔
　
　
　
杉
之
迫 

宮
前
　
篤
史
　
　
昭
和
　
　
元
湯 

平
山
　
夕
空
　
　
慎
作
　
　
田
之
湯 

脇
田
　
優
奈
　
　
博
貴
　
　
杉
之
迫 

　
辻
　
和
真
　
　
幸
樹
　
　
元
湯 
 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

福
田
真
妃
瑠
　
　
稔
　
　
　
熊
野 

井
　
　
珠
優
　
　
秀
一
　
　
草
原 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

前
田
　
紗
希
　
　
健
作
　
　
南
湯
之
元 

中
園
良
依
毅
　
　
美
華
　
　
下
田
尻 

田
重
田
葵
志
　
　
賢
　
　
　
川
久
保 

湯
ノ
口
　
潤
　
　
徹
　
　
　
東
本
町 

田
原
　
瑛
斗
　
　
健
二
　
　
北
湯
之
元 

    

８
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

 

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

　
冨
由
紀
子
　
　
52
　
　
妙
円
寺
二
区 

中
村
　
　
貢
　
　
77
　
　
下
方
限 

東
　
　
光
雄
　
　
67
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

蓑
輪
　
孝
男
　
　
　
　
　
麓
東 

田
中
　
ト
ヨ
　
　
90
　
　
清
藤 

赤
塚
　
悌
二
　
　
70
　
　
猪
鹿
倉 

東
　
　
行
秀
　
　
88
　
　
下
土
橋 

東
　
マ
ナ
ブ
　
　
101
　
　
下
神
殿
四
区 

西
　
　
ミ
サ
　
　
97
　
　
野
田 

宮
下
ミ
ヤ
子
　
　
64
　
　
麦
生
田
下 

　
島
　
　
勲
　
　
84
　
　
上
神
殿 

有
馬
キ
ミ
子
　
　
60
　
　
郡
内 

宮
内
　
紀
義
　
　
67
　
　
大
田
下 

山
之
内
シ
ヅ
　
　
89
　
　
飯
牟
礼
下 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

永
野
フ
ク
ヱ
　
　
91
　
　
駅
前 

宮
前
　
　
敏
　
　
58
　
　
丸
牧 

坂
元
　
チ
ラ
　
　
90
　
　
秋
光
園 

平
田
　
フ
ク
　
　
93
　
　
秋
光
園 

竹
下
　
純
忠
　
　
62
　
　
坂
之
上
下 

松
尾
　
キ
ミ
　
　
83
　
　
丸
牧 

福
留
ハ
ツ
ミ
　
　
90
　
　
梅
木 

上
園
　
　
誠
　
　
43
　
　
柿
之
迫 

久
保
　
　
二
　
　
95
　
　
秋
光
園 

北
薗
ノ
ブ
子
　
　
80
　
　
田
之
湯 

荒
木
　
末
滿
　
　
74
　
　
皆
田
東 

南
郷
　
兼
秋
　
　
89
　
　
向
湯
田 

内
田
ミ
ヤ
子
　
　
76
　
　
赤
崎 

米
丸
　
貞
義
　
　
84
　
　
田
代 

前
田
　
實
孝
　
　
66
　
　
元
湯 

東
福
　
徹
朗
　
　
74
　
　
元
湯 
 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

早
川
　
　
　
　
　
90
　
　
南
区 

牛
飼
ル
リ
子
　
　
72
　
　
中
区 

財
部
ハ
ル
ヱ
　
　
93
　
　
青
松
園 

久
山
　
辰
夫
　
　
79
　
　
草
原 

中
原
　
　
久
　
　
99
　
　
西
郷 

冨
ヶ
原
幸
子
　
　
83
　
　
日
新 

北
野
　
一
弘
　
　
62
　
　
山
田 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

内
村
ミ
サ
エ
　
　
91
　
　
入
来 

坂
口
シ
ヅ
エ
　
　
84
　
　
下
与
倉 

實
吉
　
弘
道
　
　
80
　
　
窪
田 

上
園
ハ
ナ
子
　
　
85
　
　
原
園 

上
村
　
暢
男
　
　
90
　
　
上
田
尻 

大
迫
　
正
人
　
　
54
　
　
南
宮
内 

窪
園
　
満
　
　
　
89
　
　
中
和
田 

横
道
ミ
ツ
エ
　
　
77
　
　
上
与
倉 

窪
田
　
昭
三
　
　
79
　
　
下
中
之
里 

松
澤
　
次
義
　
　
57
　
　
中
田
尻 

山
之
内
シ
ナ
　
　
94
　
　
松
下 

　
　あ
や
か
 

　
　
な
　
み
 

　
　
ち
ゅ
ら
 

 　
　ゆ
う
た
 

　
　
ゆ
　
あ
 

そ
う
い
ち
ろ
う
 

　
　か
い
と
 

ゆ
　
め
　
な
 

　
　こ
と
な
 

　
　ふ
う
が
 

　
　
　

そ
ら
 

　
　あ
い
り
 

　
　は
る
き
 

   か
　
え
　
ら
 

　
　
か
　
ほ
 

　
　あ
つ
し
 

　
　
ゆ
　
な
 

　
　
ゆ
　
な
 

　
か
ず
ま
 

 

ま
　
ひ
　
る
 

　
　
し
ゅ
う
 

   　
　
さ
　
き
 

ら
　
い
　
き
 

　
　あ
お

し
 

　
　
　
　じ
ゅ
ん
 

　
　え
い
と
 

新
潟
県
中
越
沖
地
震
等
義
援
金
に
つ
い
て（
お
礼
） 

　
八
月
二
十
四
日
、
東
市
来
保
健
セ

ン
タ
ー
で
「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体

験
教
室
」
が
あ
り
、
中
学
生
十
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
中
学
生
が
乳
児
や
母
親

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
命
の
尊

さ
や
家
族
の
あ
り
方
を
考
え
、
母
性
・

父
性
の
土
台
を
育
む
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
市
で
企
画
し
た
も
の
。 

　
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
や
人

形
を
使
っ
て
の
抱
っ
こ
、
オ
ム
ツ
変

え
の
練
習
を
し
た
後
、
実
際
に
赤
ち

ゃ
ん
を
抱
っ
こ
さ
せ
て
も
ら
う
と
、

人
形
と
は
勝
手
が
違
い
悪
戦
苦
闘
。

そ
れ
で
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
く
そ
の
顔
か
ら
は
笑
み

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
東
市
来
中
二
年
の
丸

山
智
丈
（
ち
ひ
ろ
）
さ

ん
は
「
生
後
数
カ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
が
デ
リ
ケ
ー

ト
で
び
っ
く
り
し
た
」「
周

り
の
い
ろ
ん
な
人
に
守

ら
れ
て
、
一
つ
の
命
が

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が

印
象
に
残
っ
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。 

中
学
生
が
マ
マ
・
パ
パ
体
験
　
命
の
尊
さ
を
実
感 

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室 

花
田
小
学
校 

 

　
五
月
下
旬
か
ら
七
月
に
か
け
て
、

産
卵
の
た
め
に
吹
上
浜
を
訪
れ
る
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
。 

　
今
年
産
卵
し
た
う
ち
、
花
田
小
（
吹

上
）
の
ふ
化
場
に
移
し
て
い
た
卵
が

ふ
化
し
八
月
十
七
日
、
子
ガ
メ
の
放

流
会
が
入
来
浜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
長
雨
の
影
響
で
、
ふ
化
し

た
の
は
八
十
二
個
の
う
ち
四
十
九
個
。

六
月
中
旬
に
産
卵
さ
れ
た
卵
は
六
十

二
日
か
け
て
、
体
長
五
㌢
ほ
ど
の
子

ガ
メ
と
な
り
、
砂
中
か
ら
顔
を
出
し

ま
す
。 

　
放
流
会
に
は
花
田
小
児
童
の
ほ
か
、

帰
省
中
の
家
族
連
れ
な
ど
百
二
十
人

ほ
ど
が
参
加
。
亀
の
生
態
を
説
明
さ

れ
、
早
速
海
岸
へ
。 

　
海
岸
で
は
一
人
ひ
と
り
に
子
ガ
メ

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
恐

が
り
ま
す
が
、「
か
わ
い
い
」「
爪
が

あ
る
」
と
熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し

た
。 

　
子
ど
も
ら
は
海
岸
に
並
び
、
名
残

惜
し
そ
う
に
子
ガ
メ
を
手
離
し
、
海

へ
懸
命
に
向
か
う
後
姿
に
「
が
ん
ば

れ
」
と
応
援
し
て
い
ま
し
た
。 

吉
利
冷
水
地
区
子
ど
も
会 

 

　
八
月
十
八
日
早
朝
、
親
子
四
十
人

が
集
ま
り
日
吉
地
域
吉
利
の
冷
水
海

岸
で
、
子
ガ
メ
放
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
子
ガ
メ
の
ふ
化
か
ら
放
流
と
海
ガ

メ
の
一
生
を
守
り
つ
づ
け
て
い
る
ウ

ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
の
松
田
清
市
さ

ん
は
「
命
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」

と
話
し
ま
す
。
子
ガ
メ
を
手
放
し
た

子
ど
も
ら
は
「
ま
た
帰
っ
て
き
て
ね
」

と
声
を
か
け
、
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

帰
っ
て
き
て
ね
、 

吹
上
浜
へ 

子
ガ
メ
放
流 

　
七
月
二
十
二
日
、
東
市
来
地
域
の

養
母
で
江
口
川
に
住
む
生
き
物
調
査

が
行
わ
れ
、
地
元
の
小
学
生
や
住
民

二
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
市
と
県
が
企
画
し
た
農

業
用
水
の
取
水
堰
改
修
に
伴
う
生
態

系
調
査
で
、
こ
れ
を
機
会
に
地
元
の

子
ど
も
に
自
然
環
境
や
取
水
堰
改
修

の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
。 

　
県
担
当
者
か
ら
の
説
明
を
受
け
た

後
、
川
に
入
り
、
思
い
思
い
に
動
き

回
っ
て
魚
や
川
底
に
住
む
生
き
物
を

調
査
し
ま
し
た
。 

　
カ
ワ
ム
ツ
や
ド
ン
コ
、
カ
ニ
、
ヤ

ゴ
な
ど
を
捕
獲
し
た
参
加
者
は
、
地

域
の
自
然
や
生
き
物
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
、
自
然
環
境
の
大
切
さ
や
美

し
い
川
を
後
世
に
残
し
て
い
く
必
要

性
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 

き
れ
い
な
ま
ま
の
川
を
未
来
へ 

江
口
川
に
住
ん
で
い
る
生
き
物
調
査 

　
日
ご
ろ
見
慣
れ
た
川
の
生
態
に
接

し
よ
う
と
八
月
九
日
、
吹
上
地
域
で

「
湯
之
浦
川
に
住
ん
で
い
る
生
き
物

調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
農
業
用
取
水
堰
建
設
を
前
に
、

川
の
生
態
系
を
知
ろ
う
と
鹿
児
島
県

地
域
振
興
局
農
林
水
産
部
日
置
支
所

な
ど
が
計
画
し
た
も
の
で
す
。 

　
調
査
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜

楽
奈
村
裏
の
湯
之
浦
川
で
実
施
。
地

元
北
湯
之
元
の
子
ど
も
十
人
を
は
じ

め
、
自
治
会
の
壮
年
ら
も
参
加
し
ま

し
た
。 

　
当
初
、
川
底
の
藻
に
足
を
と
ら
れ
、

お
そ
る
お
そ
る
歩
い
て
い
た
参
加
者

も
、
慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
水
し
ぶ

き
を
あ
げ
な
が
ら
川
を
散
策
。
カ
ワ

ム
ツ
や
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
、

テ
ナ
ガ
エ
ビ
な
ど
を
次
々
に
捕
獲
し
、

「
わ
っ
ぜ
え
、
魚
が
お
っ
た
っ
ね
」。

意
外
に
豊
富
な
魚
類
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。
つ
い
に
は
素
潜
り
で
捕
ま

え
る
子
ど
も
も
。 

　
県
で
は
、
こ
の
結
果
を
元
に
魚
道

を
考
慮
し
た
堰
を
設
計
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。 

川
っ
て
楽
し
い
ね 

湯
之
浦
川
に
住
ん
で
い
る
生
き
物
調
査 

せ
き 

せ
き 



　
昭
和
二
十
一
年
、
自
転
車
屋
と
し
て
創
業
し
た
田
代
モ
ー
タ
ー
ス
。
田
代
さ
ん
は
お
父

さ
ん
が
創
業
し
た
会
社
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
は
自
動
車
の
販
売
や
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
の
役
職
は
、
市
消
防
団
日
吉
方
面
団
長
、
市
商
工
会
専
務
理
事
、
日
吉
地
域

観
光
特
産
品
協
会
長
、
日
吉
町
せ
っ
ぺ
と
べ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長
な
ど
。
地
域
の
安
全

を
守
る
と
と
も
に
地
域
の
発
展
や
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
消
防
団
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
昨
年
十
一
月
に
発

足
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
隊
員
は
八
人
。

週
三
回
、
日
置
と
吉
利
の
二
班
に
分
か
れ
青
パ
ト
で
巡
回
。
主
に
小
・
中
学
生
の
下
校
時

間
帯
を
狙
い
地
域
の
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
日
吉
地
域
の
観
光
に

関
し
て
は
、「
今
年
七
月
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
行
わ
れ
た
〝
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
〞

に
、
日
吉
地
域
観
光
特
産
品
協
会
と
し
て
ブ
ー
ス
を
出
し
ま
し
た
。
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

の
加
工
品
（
ふ
く
れ
菓
子
、
チ
マ
キ
、
か
か
ら
ん
団
子
）
や
緑
竹
な
ど
、
出
品
し
た
日
吉

地
域
の
特
産
品
は
ほ
と
ん
ど
売
れ
て
大
盛
況
。
ま
た
当
日
は
関
西
吉
利
会
の
メ
ン
バ
ー
も

応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
地
域
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
や
関

西
吉
利
会
と
の
交
流
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
様
々
な
役
職
で
多
忙
な
中
、
行
事
が
な
い
日
曜
日
な
ど
に
地
域
の
ゴ

ル
フ
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、
地
域
の
安
全
や
振

興
に
努
め
る
田
代
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
し
た
。 

シリーズ● 28
いきいき 

田代　幸次さん〔61歳〕 
日吉町日置（熊野自治会） 

た　しろ　　　こう　じ 

池畑　哲也さん（55歳） 吹上町中原 

　吹上で「亀寿し」を営んでいる池畑さんは、
平成17年から薩摩狂句を始め、県のにがごい
会や吹上のさざなみ会などのほか多くの会に
参加し、毎月20余りの句を作っています。池
畑さんは雅号「池畑鉄亀」として、これまで
にもMBCやにがごい会などで入選。「薩摩狂
句は、五・七・五の字数でいかに表現するか
が難しく、また楽しいところ。会では月１回
の勉強会で、作った句を選者にアドバイスし
てもらいます。これからも会員との交流を大
切にしながら続けていければいいですね」 

　
小
さ
い
頃
か
ら
歌
や
ダ
ン
ス
が
好
き
で
、二
年
生
の
時

か
ら
歌
手
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、テ
レ
ビ
に
出
て
い
る
歌
手
は
た
く
さ
ん
歌
が
歌

え
て
い
い
な
ぁ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。学
校
で
も
音
楽
の

時
間
が
大
好
き
で
、月
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
歌
を
歌
う

の
が
い
つ
も
楽
し
み
で
す
。七
月
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー

ド
」
と
い
う
曲
は
、私
が
一
番
好
き
な
曲
で
す
。 

　
一
年
生
の
時
か
ら
剣
道
を
し
て
い
ま
す
。体
力
づ
く
り

は
も
ち
ろ
ん
、礼
儀
や
規
律
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

で
今
で
も
続
け
て
い
ま
す
。そ
れ
と
、自
分
で
歌
詞
を
書

い
た
り
、曲
を
付
け
て
歌
っ
た
り
し
て
、家
で
も
歌
や
ダ

ン
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
家
や
学
校
で

も
っ
と
歌
や
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
、歌
手
に
な
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。 

歌
手
に
な
り
た
い
！ 住

吉
小
学
校
三
年
　
中
村
　
聖
美
さ
ん 

な
か
む
ら
　
　
き
よ

み 

●田代モータース経営 
　日置市消防団日吉方面団長 
　日置市商工会専務理事 
　日吉地域観光特産品協会長 
　日吉町せっぺとべ防犯パトロール隊長 

　
高
齢
者
叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は

公
共
の
た
め
に
功
労
の
あ
っ
た
方

の
う
ち
、
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
た

方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
市
内
で
は
、
大
西
早
苗
さ
ん
が
、

県
お
よ
び
日
置
地
区
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
な
ど
長
年
に
わ
た
り

老
人
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
た

と
し
て
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
、
八
月
二
日
に
は
、
市
役
所
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ご
功
労
・
ご
功
績
に
対
し
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
、
晴
れ
の
受
章

を
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

北山　孔貴くん（６歳３か月） 
　　　そよかちゃん（２歳） 

　２人なかよくお互いのまねっこばか
りして遊んでいます。かわいくておも
しろい２人。これからもお父さんとお
母さんを笑わせてねっ。 

■おかあさんから 

こう　き 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 




